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国内外を結ぶ”おもてなしアプリ”のコンセプト

外国⼈旅⾏者を⽇本に呼ぶ：

・外国⼈⽬線による情報発信
・多数の⾔語での情報発信
・海外テレビ番組を使った訴求
･⽇本開催のイベント等との連携
・リアルとネットの融合

帰国後の”⽇本のファン”を⼤事にする：

・再訪⽇に誘う魅⼒ある情報の提供
・家族や友⼈への⼝コミ伝搬
・海外での⽇本イベント等の紹介
・e-コマース

⽇本国内でのもてなし：

・通信できる環境の拡充
・移動中のもてなしの充実
・災害発⽣時の情報孤⽴防⽌
・多⾔語での表記
・多⾔語コミュニケーション⽀援
・宿泊施設等でのもてなし
・商品・サービスの購買⽀援
・同国⼈同⼠の互助、互恵
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おもてなしアプリ、コミュニティアプリ、アウトバンドアプリの役割

おもてなしアプリ
=インバウンドアプリ
おもてなしアプリ
=インバウンドアプリ アウトバウンドアプリアウトバウンドアプリコミュニティアプリコミュニティアプリ

多⾔語多⾔語 ⽇本語⽇本語(Pure)
⽇本語
(Pure)
⽇本語

外国⼈旅⾏者外国⼈旅⾏者 海外の⽇本⼈（在外邦⼈）海外の⽇本⼈（在外邦⼈）

多⾔語
災害情報
提供

ニュース
翻訳配
信

安否確認

通信利⽤環境の整備通信利⽤環境の整備
⽇本国内では、普段の⽣活で利⽤している
インターネット接続環境を利⽤してコミュニテ
ィアプリを利⽤。

(Hybrid)
多⾔語
(Hybrid)
多⾔語

⽇本⼈⽇本⼈在住外国⼈在住外国⼈

おもてなしアプリには、
外国⼈向けの観光
アプリ等を事業者や
⾃治体が提供。

アウトバウンドアプリに
は、旅先の観光情報
等を⽇本⼈旅⾏者
向けに提供。

災
害
情
報

ニ
ュ
｜
ス

安
否
確
認

災
害
情
報

ニ
ュ
｜
ス

⽇本語

コミュニティアプリには、
⽇常の暮らしの中で
役⽴つアプリを事業
者や⾃治体が提供。

平時の利⽤

海外では、その国の通信インフラの状況等に
左右。インターネット接続環境は、アウトバウ
ンドアプリユーザ⾃⾝が⽤意。

⾮常時の利⽤

OMOTENASHI App 画面イメージ（訪日外国人専用）



訪⽇外国⼈に向けた災害・観光情報を提供する組織に⾒えますが…

・現在使⽤している情報の伝達ネットワークが損壊する可能性を想定し、
すべての⼿段で備えいずれかの⽅法で情報を伝える事を⽬的としています。

・平時に使い慣れているため、⾮常時にも情報を獲得しやすくし、⾮常時ために
平時に利⽤を促進し、⾮常時の仕組みを維持する事を⽬的としています。

・観光情報の提供と防災情報の提供は表裏。平穏な⽇常が⼀瞬で⾮常時となる事
をいつも念頭に。

・対象は、訪⽇外国⼈、在住外国⼈、⽇本国⺠。

・段階的に、

OMOTENASHI APPを使った訪⽇外国⼈への多⾔語化した観光と災害情報の伝達。
コミュニティアプリを使った在住外国⼈、⽇本⼈への多⾔語化した災害情報の伝達。

と整備を進めています。

任意団体 おもてなしアプリ
推進協議会

⼀般社団法⼈
ゲートウェイ・アップ・ジャパン

2014年1⽉から準備
2014年4⽉から活動を開始

2015年6⽉に法⼈登記
2015年7⽉から活動を開始

訪⽇外国⼈・在住外国⼈を対象 訪⽇外国⼈・在住外国⼈に加え
⽇本国⺠を対象

上記対象に対する共通アプリ
おもてなしアプリ（基盤）

左記アプリに加え
コミュニティアプリ（国内⽇本国⺠）
アウトバンドアプリ（海外⽇本国⺠）

提供する情報の分野は
観光分野 災害にかかわる分野

左記の分野に加え
⾏政の平時情報の伝達

情報の伝達ルート
既存Wi-Fi環境との連携

左記のルートに加え
アドホックネットワーク、V-Low等

連携組織は、⾃治体、⺠間企業 左記の連携組織に加え
⼤学、公益社団法⼈、⾏政法⼈等

任意団体 おもてなしアプリ推進協議会から ⼀般社団法⼈ GAJaへ
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⼀般社団法⼈ GAJa 組織構成概念図

社員

代表理事
柴崎 亮介

理事会

社員総会

理事

11分科会
分科会主査

宇⽥川 真之
⼈防災未来センター

柴崎 亮介
東京⼤学

事務局

1.「災害情報の整理・伝達⼿段検討分科会」

事務局

事務局

轟 朝幸
⽇本⼤学

⻄牧 謙吾（調）
国⽴障害者ﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ病院

調整中

下⼭ 紗代⼦
⼀般社団法⼈

ﾘﾝｸﾃﾞｰﾀ

原 ⾠徳
東京⼤学

事務局

事務局

2.「各種のディバイスにより獲得した各種の
データの分析・利活⽤検討分科会」

3.「Proud Project分科会」

4.「シームレス利⽤分科会」

5.「リンクページ編集分科会」

6.「V2Xユニット利活⽤検討分科会」

7.「ユニバーサルデザイン分科会」

8.「観光・防災V-low×V2Xユニット利活⽤分科会」

9.「オープンデータアプリ分科会」

10.「アイデア・形分科会」

12.「地域横串分科会」

災害に関わる情報を分類整理する

災害に関わる情報を多⾔語化する

情報の伝達網を補完する

観光に関わる情報のオープンデータ化

訪⽇外国⼈に対する情報提供基盤の構築

等、これらすべてに関わってくる事業

事務局 11.「外国⼈⽬線の情報発信分科会」

平時に有効だった情報伝達の⼿段が
失われた時の対策

アドホックネットワークの検証と社会実装
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25mm

Buttons

Audio
gGPS Log

加速度センサー

LED

スタンバイ省電力制御

セルラーチップ

非公開

WiFi
チップ1

非公開

WiFi
チップ2

非公開

In/Out 接点

本⽥技研⼯業㈱ グローバルテレマティクス部（2016年3⽉時点） V2Xユニット 概要

位置情報の獲得
加速度センサ情報の獲得

⾞内Wi-Fi環境
（同時接続最⼤8名：別契約）

外部機器拡張用
有線通信ポート

バッテリー電圧
監視＆低下通知

※ 接続はシガーソケットに、シガーソケットUSBを
取付、その後本体と接続をします。
本体の固定⽅法は検討中です。
12Vを使⽤している普通乗⽤⾞
においては、特殊な取付⼯事は不要
です。
24Vを使⽤しているバス等の⼤型⾞両には専⽤の
ハーネス（接続ケーブル）を⽤いて接続します。

耐久振動：
５０HZから５００Hz
XYZ軸⽅向 ４G ８時間

温度保証範囲：
マイナス３０度から８５度

重量：
２５０g

利⽤帯域：
⾞載(移動体）で(特例で５．８Ｇ）み
とめられている２．４ＧＨｚ帯のＩＭ
Ｓバンド帯になります。
⾞載⽤では外部アンテナで前後指向性
の⾼い専⽤室内アンテナ対応で開発。

⼲渉や妨害：
ＥＭＣ試験など影響を及ぼさないこと
をＥＣ規格などに照らしてグローバル
認証をクリア。

消費電⼒：
ＬＴＥ・ＷＩＦＩ
２個同時作動で最⼤５Ｗ未満。

グローバルテレマティクス部の開発した⾞載⽤Wi-Fiルータ。携帯電話網（データ通信）・WDB間を接続するWi-Fi機能・⾞内の同乗
者が利⽤できるWi-Fi機能の3種類の異なる通信⼿段を搭載している。平時においては、ドライバー・同乗者へ各種の情報をあるいは⾞
同⼠で情報のやり取りを⾏い、災害時にはデータを蓄積・伝達するアドホックネットワークの基地局としての利⽤が期待されている。

例えば、⾸都直下で⼤規模地震が発⽣すると、回線の断線はなくても、利⽤の集中のためアクセスが
できなかったり情報伝達の⼤幅な遅延が⽣じたりするでしょう。津波の被害で甚⼤な被害が⽣じた市街
地ではそもそも回線の断線が各所に⽣じる恐れもあります。そこで、通常のネットワークが使えないよ
うな状況が⽣じていても、⾞載ルーターを利⽤したネットワークを構築する計画を進めています。

このネットワークを使えば、従前の情報伝達ネットワークが不通となっていても安否等の重要情報を
伝えるタイムラグを⼩さくできる可能性があります。

また、⾞載ルーターにより構築するネットワークなので、道路に沿ってそのネットワークが途切れず
つながれば、その先、あるいはその途中の沿線の地域の基地局と交信することができます。情報から孤
⽴してしまった地域をその外とつなぐことができる可能性があります。

安否情報に限らず、緊急性の⾼い重要情報を伝える⼿段として利⽤できる可能性もあります。

⽥中 無事です
⽥中 無事です

＋
佐藤 無事です
鈴⽊ 軽傷です

⽥中 無事です
佐藤 無事です
鈴⽊ 軽傷です

⽥中 無事です
佐藤 無事です
鈴⽊ 軽傷です

アドホックネットワークを
使って情報を伝搬し、
不通となっていないデー
タ通信網にたどり着いた
場合に、インターネット
に情報を引き渡し情報
を伝える。

インターネット

⾞載ルータを使った、アドホックネットワークの概念 【Wi-Fi Directの利⽤】



Type1
災害発⽣時の情報の伝達（発信者：⾏政、セキュリティ会社、多数の社員を抱える⼤企業等、アドホックの利⽤を臨む組織）

))))))))))))))))))))))))))))))

3G/LTE回線が通じる地域 3G/LTE回線が不通の地域

1. 広域災害が起こり、⼀部の地域で3G/LTE回線網が不通となっている状況を想定。
2. 組織・団体から発信された災害にかかわる情報が、疎通可能地域内で、⾞載V2Xに3G/LTE回線を使っ

て届く。⾞載V2Xから不通地域の⾞載V2Xにその情報がWi-Fi Directで届く。不通地域の⾞載V2Xから
周囲の地域住⺠などにWi-Fiで情報伝達される。

3. ⾃動⾞メーカ各社の⾞載ルータの開発が予想されるため、情報の受信側（スマートフォンなど）に専
⽤のモジュール（アドホックを利⽤して登りの情報を伝達できる機能）を持つアプリを組み込む必要
がある。

4. 社団では、開発中のコミュニティアプリ（無償で配布する共通基盤）を使う計画。（どこの事業者も
アドホック接続の機能を有するアプリを開発しない可能性もあるので。）

社団の想定は
コミュニティアプリ
だが、専⽤の通信
モジュールを開発し
各社が利⽤する
アプリに組込という
⽅法もある。

⾞載ルータを使った、アドホックネットワークの利⽤1

Type2
ライフサインや⽀援の要請等、地域住⺠が発信する情報を取得し伝達

3G/LTE回線が通じる地域 3G/LTE回線が不通の地域

1. 広域災害が起こり、⼀部の地域で3G/LTE回線網が不通となっている状況を想定
2. 被災している住⺠から発信されたライフサイン、⽀援にかかわる情報が、被災地域住⺠のスマートフ

ォンから⾞載V2XにWi-Fiにより情報伝達。不通地域の⾞載V2Xから疎通可能領域の⾞載V2Xに、その
情報がWi-Fi Directで届く。疎通可能地域内で、⾞載V2Xユニットから3G/LTE回線（あるいはWi-Fi 
Direct ）を使って組織・団体に届く。

3. 地域住⺠が、どのような仕組みを使って情報を戻すのかは送信と同様専⽤モジュールを実装したアプ
リにより⾏う。（地域住⺠間のやり取りを認めるかどうかについても検討が必要だが、「接続先の組
合わせ数の爆発的な増加」によりサーバ負荷が⼀気に増⼤するため無制限に使えるという事は回避し
たい、というのが本⾳。）

社団の想定は
コミュニティアプリ
だが、専⽤の通信
モジュールを開発し
各社が利⽤する
アプリに組込という
⽅法もある。

)))))))))))))))))))))))))))))))))))))))))

⾞載ルータを使った、アドホックネットワークの利⽤2



⾞載利⽤場⾯
の種別

V2X間
WI-FI

WI-FI
環境（⾞内） LTE GPS 加速度センサ 管理I/F 利⽤者 I/F

⾞載装置
乗⽤⾞ 有 有 有 有 有 既存 既存

⾞載装置
公⽤⾞ 検討 検討 有 有 有 検討 無

⾞載装置
バス 有(⾳声伝搬) 検討 有 有 検討 有 有

⾞載装置
トラック 無 検討 有 有 検討 検討 検討

⾞載装置
緊急⾞両 検討 検討 有 有 有 検討 検討

⾞載装置
鉄道 無 検討 有 有 検討 検討 検討

⾞載利⽤場⾯
の種別

V2X間
WI-FI

WI-FI
環境 LTE GPS 加速度センサ 管理I/F 利⽤者 I/F

店舗店頭 無 有 有 無 無 無 無

無 有 無 無 無 無 無

宿泊施設 無 有 有 無 無 無 無

無 有 無 無 無 無 無

駅舎・ホーム 無 有 有 検討 無 検討 検討

無 有 無 検討 無 検討 検討

公共施設 無 有 有 検討 無 検討 検討

無 有 無 検討 無 検討 検討

V2Xユニットの利⽤シーン 【移動体への搭載・固定】

V2Xユニット バスロケーションシステム 及び その他の利⽤シーン

バスに搭載さ
れたV2Xユニッ
トから、LTE、3G

回線を使って
位置情報を
送信する。

スマホ用の専用アプリで
バスの到着時刻、位置
情報を場所を問わず確
認することができる。

バスロケ 基本形

バスの位置情報から
現在位置から近い

観光地などの情報を
提供することができる。

観光情報

バス内 サイネージ Wi-Fi DIRECT

V2Xユニット＋外部ストレ

ージの組み合わせによ
り、平時の行政情報やイ
ベント情報、CMなどを表
示することができる。

非常時には、行政から
の災害にか変わる情報
を表示することができる
。

接近する車両に対して、Wi‐FiDirectを使い、店舗の情報を射出することができる。
LTE/3G回線を使わないために通信費を抑えることが可能。

実証では、見通しが効き電波が混雑していなければ100m以上届く。



・バスにV2Xユニットとストレージ（USB接続）とモニタの設置により、簡易型のサイネージに
常に最新の⾏政情報を配信することができます。

・動画などは蓄積型ストレージに格納し、GPS情報との組合せで、店舗のイベント情報や⾏政の情
報を的確に表⽰する事ができるようになるでしょう。

・災害時においては、⾏政からの災害に関わる情報を表⽰する事も出来ます。
・⼤規模な災害の場合は、アドホックネットワークを使って、既存通信網が切断されても情報を

伝えていく事も可能です。 15

バス⾞内モニタへの各種情報の提供 【バス：GPS、Wi-FiDirectの利⽤】

【平時の⾏政情報】
健康診断のお知らせ
イベントのお知らせ
交通規制のお知らせ

【平時の⾏政情報】
健康診断のお知らせ
イベントのお知らせ
交通規制のお知らせ

【平時の商業情報】
特売のお知らせ

営業時間のお知らせ
商店街からのお知らせ

広告宣伝情報

【平時の商業情報】
特売のお知らせ

営業時間のお知らせ
商店街からのお知らせ

広告宣伝情報

【⾮常時の災害情報】
災害種別
避難情報

復旧復興情報

【⾮常時の災害情報】
災害種別
避難情報

復旧復興情報

・利⽤開始時に、国籍、利⽤⾔語、性別、年齢などの情報を⼊⼒する事で利⽤できるスマホアプ
リが獲得した情報を、NFC、3G/LTE、Wi-Fi等の搬送波を⽤いてタブレット側のアプリに引き
渡す事が、法的、制度的に認められれば、ドライバーが関与しなくても、乗客に対して、獲得
した情報を活かした情報を表⽰できる。

技術的には、⼤きな課題はない。
16

タクシー⾞内モニタへの各種情報の提供【タクシー：スマホの情報を活⽤】

国籍、年齢、性別
等に適合する

観光・飲⾷店・ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ
等の情報の表⽰

国籍、年齢、性別
等に適合する

観光・飲⾷店・ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ
等の情報の表⽰

⽬的地までの案内等
乗客に対する

サービス情報の
表⽰

⽬的地までの案内等
乗客に対する

サービス情報の
表⽰

【⾮常時の多⾔語災害情報】

災害種別
避難情報

復旧復興情報
の表⽰

【⾮常時の多⾔語災害情報】

災害種別
避難情報

復旧復興情報
の表⽰

外国語での会話が⾏える
ドライバーは多くない。

とはいえ、乗客に対する
サービスは必要。

スマートフォンの情報を
活⽤して、サイネージに
乗客に最適な情報を表⽰
できないかを検討。



スマートフォンアプリによる
多⾔語災害情報提供の説明資料

2016/3/29

⼀般社団法⼈ ゲートウェイ・アップ・ジャパン
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1. ⼀般社団法⼈ゲートウェイ・アップ・ジャパンが⽬指す世界

災害に関わる情報を訪⽇外国⼈、在住外国⼈、地域住⺠（⽇本⼈）に対し伝達するための仕組
を、情報通信の⼿段を⽤いて段階的に構築し、提供する情報を正確に伝達するために多⾔語翻
訳の仕組を構築し、その仕組と⼿段を全国で利⽤できるよう普及促進する事を⽬的とし、この
⽬的を達成するために以下の事業を⾏う。（https://www.ga-ja.com/より抜粋）

伝達インフラとしてのWi-Fi接続環境の整備

国内の通信事業者のWi-Fi

に関してシームレスな接

続環境を提供するため、

「おもてなしアプリ」を

リリース。

災害情報の多⾔語化と伝達⼿段の整備

災害⽂例の整備とクラウド型情

報⼊⼒システムの構築。ユー

ザーの属性情報と測位情報に応

じてスマートフォンアプリの

プッシュ通知を利⽤した⺟国語

に寄る情報配信プラットフォー

ムとして「おもてなしアプリ」

を進化。

エコシステムの構築

⼀連の仕組みを継続的に

運⽤・進化するためのエ

コシステムを構築。ビジ

ネスプラットフォームへ。

訪⽇外国⼈向けサービス

地域社会への貢献

在住外国⼈・⽇本⼈向けサービス

「おもてなしアプ
リ」を在住外国
⼈・⽇本⼈向けに
「（仮称）コミュ
ニティアプリ」と
してリリース。



多⾔語災害情報サーバ

Google Cloud Messaging

特定エリア内でのみプッシュ通
知

Apple Push Notification Service

Amazon Simple 

Notification Service

2. 多⾔語災害情報提供の情報の流れ

- フリーテキスト⼊⼒⽅式 ⽂例選択⽅式

概要
⾃由にテキスト⼊⼒をすることで情報伝達
します。⼊⼒⾔語がそのまま伝達されます。
（翻訳はされません。）

過去の災害時に⾃治体が発令した⽂章やラジオ等で放送された
⽂章を収集・分析し標準⽂例、ならびに標準⽂例に対応する各
⾔語の翻訳⽂例を予めセット。⼊⼒システムから⽂例を選択す
ることで対応する翻訳⽂例が伝達されます。

受信対
象

在住外国⼈・⽇本⼈（居住地登録に応じて
詳細に設定可能）

訪⽇外国⼈（測位情報に応じて詳細に設定可能）
在住外国⼈（居住地登録に応じて詳細に設定可能）

表⽰⾔
語

⽇本語（外国語で⼊⼒すればそのまま外国
語で表⽰）

アプリ側の設定⾔語に応じて表⽰（⽇本語・英語＋アプリ側の
設定⾔語の最⼤３⾔語で表⽰）

（気象災害情報

XML

）

地⽅⾃治体

地⽅⾃治体 の情報⼊⼒⽅
法

⼤使館等

⼤使館等

Lアラート

Lアラート が送信する⽇本語メッセージの⼀部を、多⾔語配信情報サーバで各⾔語に翻訳してから配信

＜配信する情報の種類について、現在、検討・調整中＞

2)

1)
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3. ⾃治体発 多⾔語災害情報提供の情報の流れ

基礎⾃治体職員様

多⾔語災害情報サーバ

Google Cloud Messaging

特定エリア内でのみプッシュ通
知

Apple Push Notification Service

クラウド型⼊⼒システム（無償）から⼊⼒された情報は、指定したエリア内にいるユーザーのアプリ（おもてな
しアプリ・（仮称）コミュニティアプリ）のみを対象にプッシュ通知による情報伝達を⾏うことが出来ます。

※ プッシュ通知はgoogle、Appleのサービスに依存するため、google、Appleのプッシュ通知サービスが何らかの理由に
よりサービスを停⽌した場合、通知機能は動作しません。
※プッシュサーバとしてAmazon Web Serviceを利⽤します。何らかの理由によりAmazonがサービスを停⽌した場合、
通知機能は動作しません。

Amazon Simple Notification Service
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4. ⼊⼒システムの概要 （ブラウザで利⽤できます。）

⼊⼒⽅法は２種類。

- フリーテキスト⼊⼒⽅式 ⽂例選択⽅式

概要
⾃由にテキスト⼊⼒をすること
で情報伝達します。⼊⼒⾔語が
そのまま伝達されます。（翻訳
はされません。）

過去の災害時に⾃治体が発令した⽂章やラジオ
等で放送された⽂章を収集・分析し標準⽂例、
ならびに標準⽂例に対応する各⾔語の翻訳⽂例
を予めセット。⼊⼒システムから⽂例を選択す
ることで対応する翻訳⽂例が伝達されます。

受信
対象

在住外国⼈・⽇本⼈（居住地登
録に応じて詳細に設定可能）

訪⽇外国⼈（測位情報に応じて詳細に設定可
能）
在住外国⼈（居住地登録に応じて詳細に設定可
能）

表⽰
⾔語

⽇本語（外国語で⼊⼒すればそ
のまま外国語で表⽰）

アプリ側の設定⾔語に応じて表⽰（⽇本語・英
語＋アプリ側の設定⾔語の最⼤３⾔語で表⽰）

フリーテキスト⼊⼒⽅式 ⽂例選択⽅式
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5. ⼊⼒画⾯ 詳細（1）

ログイン画⾯
多⾔語災害情報提供 ホーム画⾯

※ 左メニューに「マスター管理」機能が追加されます。
※ 「サイト設定」の中に管理画⾯の外国語化機能が追加されま
す。
※ 「災害情報通知作成」から災害情報通知を作成します。
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6. ⼊⼒画⾯ 詳細（2）

モード：「訓練」か「本番」かを選択します。

「定型⽂から選択」か「フリーテキスト⼊⼒」を⽤いて伝達⽂を
作成。

※ ⽂例中の固有名詞や⽇時は挿⼊可能です。
※ ⽂例は「災害種別」「時期」「対象者」「情報種」から絞り込み可能

です。
※ 挿⼊済の⽂例・作成テキストは削除や⼊れ替えが可能dす。
※ 地図を表⽰したい場合、「地図を添付する」を選択することで地図を

利⽤することが可能です。
⻑⽅形・円形・5キロメッシュから伝達範囲指定⽅法を伝達し、絞
り込んだ特定エリア内のユーザーにのみプッシュ通知を⾏います。
※ 位置情報は1分に1回測位し、最後にサーバにアップロードされた位置

となります。（24時間を経過した位置情報は無効判定します。）
※ 位置情報は、利⽤する端末機のGPS機能に依存します。（新しい製品

ほど精度が⾼く、機種により数⼗メートの位置のずれが起きる場合が
あります。）

※ 地図上にユーザーの位置がプロットされ、範囲指定により確定した伝
達対象⼈数が表⽰されます
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7. ⼊⼒画⾯ 詳細（3）
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8. アプリ表⽰デモ（フリーテキスト⼊⼒タイプ）

プッシュ通知

※⼊⼒した⾔語のまま表⽰されま
す 。

（⽇本語を想定）
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9. アプリ表⽰デモ（⽂例選択タイプ）

端末の⾔語設定に
応じた⾔語でプッシュ通知

アプリで設定された使⽤⾔語

英語（アプリの設定⾔語が英語の
場合はなし）

⽇本語



27

10. システムを維持する⽅法 OMOTENASHI APP のエコシステム

訪⽇外国⼈ ⺠間企業

① 属性情報・測位情報の提
供

② フリーWi-Fi ③ マーケティング機会の提供

④ budget

基礎⾃治体

⑤ 多⾔語災害情報提供の仕組み（翻訳含
む）

多⾔語災害情報

観光情報・買い物・アクティビティ情報
等

平成26年度経済産業省のID連携トラストフレームワーク／多⾔語情報プラットフォームの在り
⽅に関する研究会の実証事業を引き継ぐ形で、平成27年8⽉、「おもてなしアプリ＝
OMOTENASHI App」をリリースしました。
平成28年夏には⾃治体様が使えるように準備を進めています。

「おもてなしアプリ」は、訪⽇外国⼈へのフリーWi-Fi・多⾔語災害情報の提供を実現するため、彼らの同意の
もと属性情報・測位情報を取得し、広く⺠間のマーケティング需要を呼び込みつつ、⾃治体の多⾔語災害情報提
供のしくみをサポートする⼀連のエコシステムです。

11. 「おもてなしアプリ」の展望
〇 多⾔語災害情報提供システムの実証を、東京都⼤⽥区（平成28年２⽉）、滋賀県（同年３⽉）及び兵庫県加古 川
市(同年３⽉）の協⼒を得て実施。

〇 クラウド型⼊⼒システムを全国の⾃治体と駐⽇外国館等に利⽤開放（同年6⽉予定）
・⼊⼒された災害情報を表⽰する外国⼈旅⾏者向け「おもてなしアプリ」（Android版/iOS版）の無償提供
・「おもてなしアプリ」に向けて多⾔語災害情報を配信できるクラウド型⼊⼒システムの無償利⽤開放
・駐⽇外国館が⾃国語のメッセージを「おもてなしアプリ」ユーザに配信できるように無償利⽤開放

〇在住外国⼈向け「コミュニティアプリ」の開発・実証（平成28年度中）
・外国⼈旅⾏者向け「おもてなしアプリ」をベースに在住外国⼈向けスマートフォンアプリを開発・提供
・災害情報に関して同じ多⾔語対応
・この期間に、⽂例を現在の約300⽂例を500〜700⽂例に拡張
・利⽤⾔語についても現在の7⾔語を10⾔語に拡張

〇⽇本⼈住⺠向け「コミュニティアプリ」も在住外国⼈向けと併せて開発・実証（平成28年度中）
・⽇本⼈住⺠向けと在住外国⼈向けは、システムは同じ。表⽰を切り替えて利⽤⾔語に対応
・連携アプリやリンクは、ユーザ本⼈が登録する利⽤⾔語に応じるよう⼯夫

〇「おもてなしアプリ」と「コミュニティアプリ」の実証への参加を公募（①⾃治体、②駐⽇外国館等）
・「おもてなしアプリ」、「コミュニティアプリ」（居住外国⼈向け）、「コミュニティアプリ」（⽇本

⼈住⺠向け）」への情報配信を原則としていずれも⾏う⾃治体をモデルとした導⼊.........20程度の⾃治体
・20程度の⾃治体参加を公募。利⽤する⽂例の拡充等について協⼒

○ ハザードマップ対応のエリア限定配信の機能の実証についても参加⾃治体を公募（数⾃治体）

○ 駐⽇外国館等の参加についてもモデル選定（数カ国・地域）

28



INTRO
JAPAN

PROJECT
一般社団法人ゲートウェイ・アップ・ジャパン

INTRO JAPAN

INTRO JAPAN

• 全国各地を訪れる外国人旅行者または居住外国人が撮る写真と
コメントによって、その地を他の外国人にも紹介し、案内してもらお
うというプロジェクト。

• 外国人が普段利用しているSNSをベースに、外国人目線ということ
を大事にし、liveな情報を友人や家族に送るように情報発信しても
らおうという企画。

• 日本の各地を日本人向けの観光案内を翻訳することで紹介するの
ではなく、もっとライブでカジュアルな情報を外国人の間でシェアす
ることで、集客や地域活力につなげようという取り組み。



① Intro ② Wonder ③ Hands-on

コンテンツの

内容
■外国⼈⽬線での、⽇本の美しいも
の、おもしろいもの

■訪⽇観光客に⾒てもらいたい、来
てもらいたい、⾷べてもらいたい、
買ってもらいたいもの

■在住外国⼈の⽬線で紹介する⾝近
な地域や⽇本

Photos＆Notes

の送信者

■「おもてなしアプリ」ユーザ

■GAJaが派遣する、主に外国⼈のレ
ポーター

■「おもてなしアプリ」ユーザ *特
に企画を⽴ててアプリ上で参加を
呼びかける

■GAJaが企業等の求めに応じて派遣
する、主に外国⼈のレポーター

■在住外国⼈、特に留学⽣

使⽤⾔語 ■送り⼿の⾃国語 ■送り⼿の⾃国語*翻訳も可（費⽤
はスポンサー負担） ■送り⼿の⾃国語のみ

スポンサー

■地⽅⾃治体や地域の団体が地域の
情報を発信したいというときに、
「GAJaが派遣する、主に外国⼈のレ
ポーター」のスポンサーになること
が可能。

■GAJaへの⼊会（２⼝）が原則条件
１⼝分は留学⽣の取材費、もう１⼝
はGAJaの共通経費。現地での交通費
等は依頼者が実費負担。

■特産やサービス、地域、施設等の
PRになる情報の発信を応援してもら
える企業。

■地域や施設の情報は、Introとして
も活⽤。IntroとWonderの違いはス
ポンサーの係り⽅。Wonderは、何
を発信するか（何を発信しないか）
の編集権・責任はスポンサー側にあ
り。

■スポンサーがある場合にのみ成⽴。
鉄道や観光の企業、⼤学を想定。

■⼀部はIntroで利⽤。

■在住外国⼈同⼠の情報交換にも利
⽤。

内容のﾁｪｯｸ

編成権

■⼤学のサークル等に依頼して、公
開が不適切なコンテンツを選別（多
⾔語への対応⼒が必要）。

■Introでのチェックを通過したもの
を対象に、スポンサー側が公開する
コンテンツを決定。

■コミュニティ利⽤については⾃由。
Intro転⽤はIntroでチェック。

全国各地の情報を多⾔語で発信するGAJaプログラム（案）

現在の観光データの状況

日本語の観光情報を
そのまま翻訳したもの

神戸市観光情報サイトより一例



現在の観光データが抱える課題
その１： データのクオリティ

• 「私にとっては専門知識より日本語の文章を理解するまで時間がかかりま
す（大体１つあたり30分前後、文章の意味を取るために費やしました）。特
有の単語（宮大工、柱と組み枠、など）について理解するのに時間がか
かった点と、これを実際に訳したあとで、日本についてあまり詳しくない人
が中国語のを読んで文わかるかどうかが気になりました。 」

(中国語翻訳担当者：中国人)

• 「宗教に関する記述のあるものについては、専門知識が必要だと痛感致し
ました。仏像名や、お寺の説明など、表現方法などに苦戦致しました。 ⇒
翻訳文は初めて来日される方も読まれると思い、『明治時代』という表記の
後に、西暦で年数を記述するなどの工夫が必要であると感じました。」

(英語翻訳担当者：日本人)

現在の観光データが抱える課題
その２： 翻訳のクオリティ

• 「精度は低いと思います。ほぼ修正しました。2つの原因と考えられます。
①日本語に特有な主語、目的語、修飾語、補語の省略、文を繋げた修飾
や補語によるものです。この前の翻訳者も私と同じように資料を調べなが
ら、Guessして翻訳したのでしょう。 ②日本語化された中国語です。日本語
の熟語の影響で、一部の文法、表現が不自然ですが、意味は通じます。
例えば、身長という単語をそのまま使っていましたが、正しくは身高であっ
たり、動詞の位置が間違っていたりなどです。」

(中国語翻訳担当者：中国人)

• 「チェック前の英翻訳文章については、きちんと訳されているものと、そうで
ないものの差が激しい様に感じました。 殆ど修正していないものが数個あ
りましたが、全体の9割程修正した様に感じております。」

(英語翻訳担当者：日本人)



現在の観光データが抱える課題
その３： タイムギャップ

日本語と大きく乖離があった文章は、感覚値で全体の何％ぐらいでしたか。

• 「10%程度と思います。」

(中国語翻訳担当者：中国人)

• 「感覚値で全体の60%前後の様に感じました。日本語では詳細に説明してい
るものに対し、情報が不十分なものが殆どだと思います。」

(英語翻訳担当者：日本人)

日本語のデータは施設オーナー等により、定期的に更新されるものの、その都
度多言語の翻訳が更新されるわけではないので、乖離が生まれているようです。

訪日外国人旅行者に喜んでもらえる情報へ

基本的な知識(バックグラウンド)が違う訪日外国人に対して、

日本人と同じ質やタイプの情報を提供することでよいのでしょ

うか。

日本人が興味を持つ観光情報と訪日外国人が興味を持つ観光情

報とは違っているので、どのような情報をどのように訪日外国

人に伝えるのがよいのでしょうか。

正確な情報をリアルタイムに母国語で利用したいというニーズ

にどのようにすれば応えられるのでしょうか。



ソリューション

○ 日本に来る外国人旅行者に外国人目線で日本を紹介してもらう「案内人」になっ
てもらえるよう、参加が楽しい企画を用意しましょう！

○ 写真とメッセージが彼らから寄せられるようにして、日本の新しい魅力を発見し、
発掘し、PRしましょう!!

1. 日本を訪ねた外国人には、旅の途中でちょっと楽しかったことをTipsとして寄せ
てもらいます。

2. 日本に暮らす外国人には、普段着の日本を紹介してもらいます。

INTRO JAPAN ＝ 日本人が訪日外国人に伝えたい情報（翻訳）
＋ 訪日外国人が伝えたい情報（母国語）
＋ 居留外国人が伝えたい情報（母国語）

「案内人」

INTRO JAPANでは、次の人たちが写真とメッセージで各地を「案内」します。

1. 「おもてなしアプリ」ユーザ

○ 旅での発見や感動を、今同じように旅しているアプリユーザの人たちに 発信し
てもらって、アプリユーザ間でシェアしてもらいます。

○ 後から日本に来る同じ国の人たちに役立つ情報を残していってもらいます。

2. 日本に暮らす居住外国人

○ 同国人の感性にあった情報を紹介してもらいます。

○ 暮らしていればこそ分かる役立ち情報を教えてもらいます。



「案内人」のキックスターター＝外国人留学生
その１： 誰に「案内」してもらうか

日本に来ている留学生に呼びかけて、プログラムへの参加を募ります。

a. 留学生には、普段の暮らしの中で体験する身近な「もの」や「こと」を発信し
てもらいます。

b. 小旅行等を企画してレポーターとして発見や感動を伝えてもらえるよう、伝
統や地元産業などは時に「取材」してもらいます。

c. 参加に対しては、何かしらのインセンティブを用意します。

d. レポーターとしての参加には、情報にクオリティが求められるので、ある程
度のマネジメントが必要になります。

留学生に、普段の暮らしの中で体験する身近な「もの」や「こと」を発信してもらうと
いうことは、

○ 留学生が地域コミュニティと共生していくということですし、

○ 留学生同士が共助の仕組みを形作ることでもあります。

「案内人」のキックスターター＝外国人留学生
その２： 何を伝えてもらうか

地域の文化や伝統を世界に発信してくれれば、特に母国の日本留学希望者に地域
の暮らしや文化や伝統を、現役の留学生が写真とメッセージで伝えてくれます。日本
の、そして大学の、大きなPRになります。

旅先の発見や感動を「取材」してもらうことで、日本人が案内するのとは違った魅力や
おもしろさを発信できるようになり、外国人の、特に同国人に対するメッセージを使っ
た街マップや観光ガイドも作れるようになります。
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INTROとWONDERの関係

Intro プロジェクト （非スポンサーモデル）
外国人・留学生が作成し利用言語ごとに構成。
興味を持った、観光地やお店等の情報を収集し写真とテキストで情報を作成。

Wonder プロジェクト （スポンサーモデル）
外国人・留学生が作成し利用言語ごとに構成。
日本の伝統的なあるいは新しい文化や工芸品、 製品についての情報を収集し
写真とテキストで情報を作成。

2016年4月以降の計画
外国人に向けた情報の発信について
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大学アプリ案

京都A大学 京都B大学 北海道C大学

各大学事務局からの連絡・各大学留学生の情報交換

○自治体や大使館等からの平時・災害時の情報提供
○地域×国籍の情報交換
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REFERENCE：実証実験例
“DISCOVER JAPAN”

• 経済産業省で平成26年度に行われた調査
研究(地方自治体における共通語彙基盤を
活用した多言語対応行政サービスの導入
に関する調査研究)の一環で実施した実験
データ

• ミドルベリー大学の学生12名 (6
言語各2名)

• URL : 
https://www.facebook.com/groups/15443
39809149318/
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